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平成 25 年９月 18 日 

各     位 

会 社 名    シ ャ ー プ  株 式 会 社 
代表者名    取締役社長  髙 橋 興 三 

（コード番号 ６７５３ ） 

 

平成 26 年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 25 年５月 14 日に公表いたしました平成 26 年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績 

予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

  記  

 

１．業績予想の修正 

 
平成 26 年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想の修正 
(平成 25 年４月１日～平成 25年９月 30日) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,270,000 15,000 △5,000 △20,000 △17.15 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 1,310,000 30,000 2,000 △10,000 △8.52 

増 減 額          （Ｂ－Ａ） 40,000 15,000 7,000 10,000 ―   

増 減 率            （％） 3.1 100.0 ― ― ―   

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25 年３月期第２四半期）    
1,104,166 △168,896 △197,281 △387,584 △352.25 

※当社は、平成 25 年６月 24 日を払込日とする第三者割当増資により、普通株式 11,868,000 株を発行して 

おります。平成26年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想における１株当たり四半期純利益は、

上記増資により発行した新株式を加味した株式数で再計算しております。 

 

２．修正の理由 
 

   売上高は、デジタル情報家電において、携帯電話の販売見通し減少に伴う期初想定からの

下振れが見込まれるものの、健康・環境、ビジネスソリューションをはじめ、スマート 

フォンやタブレット端末向けカメラモジュールを中心とした電子デバイスが堅調に推移しま

した。また、メガソーラーや住宅向け等、国内市場における旺盛な需要に対応している太陽

電池、さらにはテレビ用大型液晶パネルも期初想定よりも上振れる見込みとなったこと等か

ら、全社の売上高について、前回予想を 400 億円上回る 1兆 3,100 億円に修正いたします。 
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一方、営業利益は、売上高が期初想定から上振れたことに伴い、前回予想を 150 億円 

上回る 300 億円に修正いたします。また、経常利益を 20億円、四半期純利益を△100 億円に、 

それぞれ上方修正いたします。 

   

尚、現時点では、通期業績予想について前回公表からの修正をしておりません。下期に 

関しましては、先般発表の中期経営計画に則った経営施策を引き続き着実に推進し、業績の

進捗状況と市場動向等を見極めながら、修正発表が必要となった場合には、速やかに公表 

いたします。 

 

※ 上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により大きく異なることがあります。実際の業績等に影響を与える可能性のある重要

な要因には、以下の事項がありますが、これらに限定されるものではありません。 

 

・当社グループの事業領域を取り巻く経済情勢の著しい変化 

・製品やサービスの需要動向の変化や価格競争の激化 

・為替相場の変動（特に、米ドル、ユーロ、その他の通貨と円との為替相場） 

・諸外国における貿易規制などの各種規制 

・他社との提携、アライアンスの進捗状況 

・当社グループに対する訴訟その他法的手続き 

・製品やサービスについての急速な技術革新 など 

 

以 上 

 


